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（会期終了日 現在） 

（１）審議概観 

第214回国会において、本委員会に付託された法律案はなかった。 

また、本委員会付託の請願１種類１件は、保留とした。 

 

〔国政調査〕 

第213回国会閉会後の８月23日、７月の金融政策決定会合において政策金利の引上げに

至った趣旨、次期政権に引き継ぐべき財政金融政策に関する財務大臣・金融担当大臣の見

解、大規模な金融緩和からの転換に対する日銀総裁の所感、日経平均株価の下落が日銀保

有ＥＴＦの評価益に与える影響、日銀とＦＲＢが綿密な意思疎通を行う必要性、日銀のみ

に円安や輸入物価高騰の責任を負わせることの妥当性に対する財務大臣の見解、７月の金

融政策決定会合において政策金利を引き上げた理由、７月の金融政策決定会合後の金融政

策運営の方向性等について質疑を行った。 

（２）委員会経過

○令和６年８月23日(金)（第213回国会閉会後第１回） 

政府参考人の出席を求めることを決定した。 

参考人の出席を求めることを決定した。 

金融政策の変更による影響に関する件、株式市場及び外国為替市場の動向に関する件、長期国債買

入れの減額計画に関する件、政府系ファンドの運用実態に関する件、異次元の金融緩和に対する評

価に関する件、資産所得倍増と格差拡大に関する件、金利上昇が中小企業に与える影響に関する件

等について鈴木国務大臣、政府参考人、参考人日本銀行総裁植田和男君、同銀行理事加藤毅君及び

同銀行政策委員会室審議役上條俊昭君に対し質疑を行った。 

〔質疑者〕 

白坂亜紀君（自民）、熊谷裕人君（立憲）、若松謙維君（公明）、藤巻健史君（維教）、大塚耕

平君（民主）、小池晃君（共産）、神谷宗幣君（無）、堂込麻紀子君（無） 



 -------------------------------------------------------------------------------------- 

○令和６年10月９日(水)（第１回） 

理事の辞任を許可し、補欠選任を行った。 

請願第２号を審査した。 

財政及び金融等に関する調査の継続調査要求書を提出することを決定した。 


